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   凡 緒     言

 食料 に供せ られる物質は 複雑なる大分子化合物 より 簡輩なる小分子化合物 に互つ

て 多種多様である・ もとより その うちには 必須的でない もの 帥 ち 他の 物質を以

て置換 して も 吾人の榮養上 何等の障げをもた らさない もの も多々あるが,之 に反 し

て 必須的な役目を持 つて居るもの 自Pち それがな くては 榮養障害 に陥る物質 も 亦

相當 多敷に存在するのである・か 墨る物質 叉は それを含む物料 こそは 所謂 世俗の

滋養物 叉は 榮養剤 といふ言葉に封して 眞に ふ さはしい ものであると云ひ得るであ

らう.

 けれ ども 必須的の物質が 其の 役目を全 うして奴力を搬揮す るナこめには 同時に他

の 必須的な物質も 亦 少 くとも 完全に近い丈に 共存 して居ることを 必要條件 とす

ろのである.之 が 本題の 榮養に關する通則であつて 之を 通則 として 特に 掲けた

所以を2-3の 實験例に就て 設明を試みる次第である.

   B・ 蛋 白 と 特 殊 ア ミノ 酸

            第1表 供 試 食 物 の 配 合
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 1932年4月 か ら8月 に互 つ て 第1表 に 示 す 所 の 食 物 に て 白鼠 を 飼 育 して 見 ナこ.

 先 づ 第1表 の1とIV EPちZein-dietと Casein-dietと に て 白 鼠 を飼 育 して 見

ナこ結 果 を 圖 示 す れ ば 第{圖 と 第2圖 の 通 りで あ る.

              第    1   圖
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 云 ふ 迄 もな く 此 の こ二種 の 食物 即 ちZein-dietとCasein-dietと は 一 方 が 食 物 蛋

白 と してZeinを 含 み 他 方がCaseinを 含 む こ とだ け が 相 違 す るの で あ って 他 の 鮎

は 全 く 相 同 じで あ ろ ば か りで な く 養 素 の 配 合 及 びVitaminsの 供 給 等 に於 て は 爾

方 の 食物 は 何 等 訣 け た 所 が な いの で あ る・ それ に も拘 は らすZein-dietの 方 は 第i

圖 が 示 す 通 り(試 験 食 は4月11日 か ら給 與 し そ れ 以 前 は 完 全 食 を 給 與 して 居 つ た の

で あ る.以 下 同 じ)日 に 日に 艦 重 を 降 下 し40日 乃 至60日 には 驚 死 した が,No・1

及 びNo.3の 如 く 瀕 死献 態 に嚢 弱 しナこものs食 物 を か へ てCasein-dietに す れ ば
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              第   2   圖
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其の日か ら 回復の徴を示 し 器重は増加 しナこのである.又 第2圖 の揚合の如 く 試験

食がCasein-dietで あれば 順調に生育するのである.尤 も 此の揚合 には 試験の中間

に於て 約2週 聞Caseinを 全 く取 り除いナこ食物にて 試育しナこ時には 艦重を減 じナこ

が,之 は 當然のことであつて 再びCaSeinを 食物に添加しナこ後には 亦 艦重を増進

した ことは 第2圖 が 示す通 りである.
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 斯 くの 如 く 此 の 爾 種 の 食物 は 共 の 所 含 蛋 白 の種 類 が 相 違 して 居 るだ けで 榮 養

上 顯 著 な 差 異 を示 しナここ とか ら 判 蜥 す れ ば 牛 乳 蛋 自で あ る所 のCaseinと 玉 蜀 黍

蛋 白 で あ る所 のZeinと は 一・様 に 蛋 白 と稻 せ られ て 居 るが 其 の實 著 し く違 つ ナこ榮

養 債 値 を持 つ もの で あ る こ とが わ か る.砒 の 事 柄 は 決 して 新 事 實 で は な くして 既

に 約30年 前 にCambridgeのHopkins先 生{1》CopenhagenのHenriques氏 〔2)等

が 獲 見 しtこ所 で あ つ て,共 の 理 由 をばOsborne及 びMendel爾 氏(3)が 約20年 前

に解 明 して 居 る σ)であ る.そ れ に よれ ば 第2表(4,が 示 す 通 りCaseinの 水 解 物 中 に は

他 のAmino acidsと 共 にTryptophan及 びLysinも 相 當 量 存 在 して 居 るがZein

の 水 解 物 中 に は 此 の 後 記 の 二種 のAmino acidsが 存 在 し な い が 爲 めで あ る・是 に 於

て 同 氏 等 は 此 の二 種 のAmino acidsを 以 て 動 物 の 生 長 及び 鐙 重維 持 の 爲 め に 必

須 的 な もの で あ る と結 論 しナこの で あ る.

              第    2   表

         Zein及 びCaseinの 水解 物 中 のAmino acids

    Amino acids'  Zein Casein   Amino acids   Zein Casein

             %    %     .           %    %

   Cy・ti・   O・75 0・25:1 Valln    1・9!7・93

   Lysin            ・      8.38 11 Leucin           25.0  : 9.7

   Histid三n       O.82  2.5 1Prolin       I 9.0 … 8.7

   Arginin        1.82  3.81 .Oxyprolin          旨 0.23

   Tryptophan          l.6 …Aspart三c acid   I 1.8 . 4. l

   Tyrosin       5.6  5.36 ….β一〇xyglutamic acid 32.5  10.5

   Glycocoll          (0.45) Glutamic acid   31.3  21.77

   Alanin        3.8   1.85 Ammonia      3.6   1.61

   Phenylalanin     7.6  3.88 Sum        96.49 93.12

   Ser五n      1.0  0.5         1

 爾 來Tryptophanは 多 くの 研 究 者 の 興 味 を 惹 く所 と な り,就 中 古 武 氏 等(5》 は

  (1)Willcock, Hopkins:」. Physio1.,35(1906),88.

  (2)Henriques:Z・phys三 〇1・Chem.,60(1909),108・

  (3)Osborne, Mendel:J・BioL Chem.,17(1914),325.

  (4)Cohn, Conant:Z・physio1・Chem・,159(1926),96・

  (5)古 武:ト リプ トファー ン の 生 理 學 的研 究(昭 和4年).
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Tryptophanの 代 謝 過 程 と 生 艦 色 素 との 關係 を 明 か に し,併 せ て 短 期 聞 で は あ つtこ

が 白鼠 の飼 育試験 を な しナこ結 果,1-Tryptophan, dl-Tryptophan及 びdl-lndollactic

acid等 は 自 鼠 の喪 育 を 促 進 せ しめ るの に奴 果的 な もの で あ るがd-Tryptophan,1-

Indollactic acid等 は 非 致 果 的 で あ る こ とを謹 明 しナこ.(古 武,岩 倉,市 原)Rose, Berg

及 びJackson氏 等(6)もTryptophanの 代謝 過租 を 追 請 し1-Tryptophanは も と よ

りの こ とdl-Tryptophan並 び にTryptophanの 誘 導 罷 の うちAcetyl-tryptophan及

びEthyl-esterの 如 き代 謝 の結 果Kynurenic acidを 生 成 す る もの は 動物 の護 育 に

射 して 妓 果的 で あ るがTryptophanのBenzol誘 導膿 叉 はFormaldehydeに て縮

合 せ る ものs如 き 代 謝 の結 果Kynurenic acidを 生 成 せ ざ る もの 及びKynurenin

等 は 非 数 果的 で あ る こ とを 明 か に しナこ,前 田氏 の も 魚 肉 蛋 白 の 硫 酸 分 解 物 は よ き食

物 蛋 白 の代 用 とは な り得 な い が,之 にTryptophanを 補 給 す れ ば 完 全 な 食 物 蛋 白

とな り得 る こ とを報 告 し て居 る.

 以 上 の 研 究 は 何 れ もTryptophanが 動 物 の獲 育 に 鍬 し て 必 須 的 に して 叉 数 果的

な もの で あ る と 結 論 し仁 の で あ る・ 然 る にMitchel1氏 等{'9)は 食 物 の蛋 白 源 とし て

王 蜀 黍 挽 割 の み7e fljゐナこ揚 合 にTryptophan及 びLysinを 共 々 に補 給 す れ ば 白鼠

の 生 長 は 促 進 す る が 此 の 雨 ア ミノ酸 の 一 方 だ け を補 給 しナこの で は 生 長 促 進 の 敷 を

認 め得 られ な い と報 告 して 居 る.之 に 反 してCary氏 等(9)は 同 様 な實 験 に於 てTry-

ptophanだ け を補 給 しナこ揚 合 に も 敷 果 が あつ ナここ と を 認 め て を るがMitchell氏 等

の 主 意 はOsborne氏 等 の もの と同 様 で あつ て 之 を 他言 せ ばTryptophan及 びLy-

sinは 夫 々 動 物 の艦 重 増 進 に勤 して は 必 須 的 な要 素 で あ るが,二 者 共 存 の 時 は じ

め て 妓 果 を墾 ゆ るの で あ つ て 一 方 が 訣 けて 居 る時 に は 爾 方 と も数 果 を奏 し得 な い こ

                     サ
と を 云 つ て 居 る の で あ る.演 者 等 は こ の 事 を 明 瞭 に す る ナこめ に 第1表 のII及 びIII

の 如 き 食 物 即 ち 蛋 白 源 と し てZeinに3%のTryptophanを 添 加 し た も の 並 び に

  (6)Rose, Berg, Jackson et a1:」 ・Bio1・Chemり82 d929),479;85 (1929),207;87

    (1930),x;91 (1931),513;94(1931),661;96(1932)697.

  (7)前 田:理 研 彙 報,11(1932)1098.

  (8)Mitchell, Smuts:」. B三〇1. Chem.,95(1932),263.

  (g)Cary, Kufnagel:」. Biol. Chem.,97(1932),32.
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Zeinに3%のTryptophanと8%のLysinと を補給 しナこもの とで 白鼠を養つて見

たのである・其の 結果を圖示すれば 第3囲 の通 りである.

               第   3   圖
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 第3圖 の うちNo. 5とNo.6と は 第1表 のIIの 食 物 即 ち 蛋 白源 と してZein

に3%のTryptophanを 添 加 しナこ食物 にて 白鼠 を 飼 育Ltこ 時 の 生 長 曲 線 で あ る.之

に よれ ば2匹 の 白 鼠 が 何 れ も良 好 な る生 育 を 途 け得 な か つ た こ とは 易 く了解 出 來 る

で あ ら う.2JlちZeinにTryptophanを 加 へ て も 其 の 奴 果 は顯 著 に あ らは れ な い の

で あ る.之 と同様 にZeinにLysinだ け を8%位 加 へ て もLysinの 奴 果 は毫 も現

は れ な か つ ナこの で あ る(Osborne氏 等 の 實験).然 る にNo.7及 びNo.8の 如 くに

Zeinに3%のTryptophanと8%のLysinと を 同 時 に 添 加 しナこ揚 合 には 致 果 が

顯 著 に現 は れ て くろ の で あ る・ 部 ち 食 物 蛋 白 と して のZeinの 鉄 陥 を 補 ふ ナこめ に は

其 の 水 解 物 中 に 存 在 しな い所 の(第2表 参 照)TryptophanとLysinと を 添 加 す れ

ば よい わ け で あ るが,其 の際Tryptophanの 致 力 を 獲 揮 せ し め るた め に はLysinを

必 要 と しLysinの 敷 力 を獲 揮 せ しめ るた め に はTryptophanを 是 非 共 必 要 とす る

の で あ る.即 ち 一 方 だ け 加 ヘ ナこの で は 加 へ た ものL奴 力 は 覗 は れ て こ な い の で あ

                 (115)



             榮 養 に 關 す る 蓮 則

る.

 由 來 吾 人は 動 物 の榮 養 に封 して 必 須 なAmino acidsと し て はTryptophanと

Lysinと の 外 にCystinとHistidinと が あ る こ とを 知 つ て 居 る.そ こで 此 のCys-

tinとHistidinと に つ い て も 敷 力 を確 め て見 ナこの で あ る.即 ち 第3圖 のNo・5の

如 くに 食 物 蛋 白 と してZeinに3%のTryptophanを 添 加 しナこだ けで は 数 力 を認

め得 なか つ ナこの で 試 験 開 始 後 約60日 の後 更 に3%のCystinを 加 へ7eの で あ るが

敷 果 は 殆 ん ど 現 れ 得 な か つ た の で あ る・

 叉No.7及 びNo.8の 如 くにZeinにTryptophanとLysinを 添 加 して 標 準

に近 い生 育 を な す の を確 めナこ後 此 の 食 物 か らLysinを 除 い てHistidinをZein

に封 して2%の 割 合 に添 加 し て見tcが 次 第 に艦 重 が 減 少 して 其 の 状 態 は 恰 もZein

にTryptophanだ け を添 加 しナこ時 と同様 で あ つ てHistidinの 敷 果 は 殆 ん ど 現 はれ

な か つ た の で あ る.巨 口ち 以 上2組 の實 験 に よれ ばZeinにCystin叉 はHistid量nを

加 へ て も 無 敏 で あ る こ とが わ かつ ナこので あ る・然 らば 何 故 無 敷 で あ つ ナこの だ ら う

か.

 云 ふ 迄 もな くCystinとHistidinと は 動 物 の 生 育 に鋤 し て 必 須 的 なAmino acids

で あ つ て 而 もZeinの 水 解 物 中 に は 他 の完 全 蛋 白 例 へ ば 牛 乳 蛋 白 叉 は 肉蛋 白 の

揚 合 に 比 べ て 遙 か に 少 な く含 まれ て 居 る・ よつ て 之 を 補 充 し て 見 た の で あ るが 敷

果 が 現 は れ なか つtcの はZeinの うち に 此 の 二 つ のAmino acidsが 少 量 と難 も 必

要 量 丈 は 存 在 して 居 つttが 爲 め で は な くして,寧 ・ろ 以 上2組 の 飼 育 試 験 を通 じて

ZeinにTryptophanは 補 給 せ られ て あ つ ナこが.Lysinは 補 給 され て ゐ な か つ ナこが 爲

めで あ る と信 す る の で あ る・ 而 して 此 の揚 合Lysinも 共 々 に 補 給 され て 居 つ た な

らば 必 す やCystin及 びHistidinの 敷 果 は 顯 著 に あ らはれtこ と と思 は れ る.

 上 述 の 實 験 事 實 か ら考 察 す れ ば 蛋 白分 解 物 の うちTryptophan, Lysin, Cystin,及

びHistidin等 は 何 れ も動 物 の 生 育 に封 して 必 須 に し て 敬 果 的 の もの で あ るが,そ

の うち 一 つが 訣 けれ ば 他 の もの 」数 力 は現 は れ 得 な い こ とが わ か るで あ ら う.

 されば 多数 の 研 究 者 がTryptophanは 生長 促進 作 用 を 有 す るが 如 き結 果 を 報 告

し て 居 るの は 彼 等 が 主 と して 川 ゐナこ所 の 蛋 白 水解 物 中 に 相 當 量 含 まれ て 居 つ ナこ所
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のCystin, Lysin及 びHistidin等 がTryptophanと 共 同 的 に 作 用 しtc結 果 で あ つ

てTryptophanの み の 妓 果 で あ るが 如 くに 解 繹 す る こ とは 正 當 で は な いの で あ る・

か ㌧る事 柄 は 蛋 白 及 び 其 の 水解 物 に蜀 して の み 適 用 し得 らる ～の で は な くし で,

他 の 養 素 に 封 して も 同 様 に適 用 し得 られ る事 柄 で あ る.例 へ ばVitamin Aは 一榮 養

上 必 須 的 の 役 目 を 果 す もの で あ るが そ の 役 目を 果 た す め に は 他 の 養 素 と共 に 他

のVitamins自 ロちB、, B2, C, D,等 も 亦 完 全 して 居 らね ば な らな い の で あ る・ 特 殊

無 機 成 分 で あ る銅,満 俺,沃 度 等 も 亦 その 通 りで あ る.

 斯 くの 如 く 榮 養 上 必 須 に して数 果 的 の もの は 多 々あ るが その 役 目を 果 す 爲 め に

は 必 須 的 の 養 素 が す べ て 完 全 に近 い程 度 に於 て 共 存 して 居 ろ こ とを 必 要 條 件 とす る

わ け で あ る・故 に 此 の 事 柄 を 以 て 榮 養 に關 す る通 則 と して 特 に 捌 ナナこ次 第 で あ る・

   C・ 榮 養 に 關 す る 通 則 の 一 適 用       ・

 Illinois大 學 のWilliam C. Rose教 授 等(10)は7年 開 を 費 して 既 知 のAmino acids

19種 を 軍離i精製 して,然 る後 之 を 混 合 しτ 各種 のAm量no acidsの 割 合が 丁 度

Caseinの 加 水 分 解 物 と 相 似 るや うなAm量no ac三ds mixtureを 調 製 して 見 た.今 其

の 一例 を示 せ ば 第3表 の 如 き もの で あ る.

 第3表 に示 しナこや うなAmino acids m三xtureに 他 の 養 素 を混 合 して 第4表 に 示

す や うな 食 物 を調 製 して 白鼠 を飼 育 して 見 ナこの で あ る.

 第4表 の 食 物 中 に はMethionine及 びGlucosamineを 合 せ れ ば 数 果 的Amino

acidsが18%含 まれ て 居 る こ とに な り 叉Vitamin Bと しは 酵 母 を 毎 日29.宛 與

へ た の で あ る・ それ に も拘 は らす 飼 育 試験 結 果 は 甚 だ 不 良 で あつ て 第4圖 に於 け

る(1)及 び(II)が 示 す や うに 何 れ も36日 間 に 艦 重 を18-269・ 減 少 して 居 る・

 是 に於 てRose氏 等 は 其 の 原 因 につ いて は 二 つ の 事 を 考 ヘ ナこの で あ る・

 (1)Am量no acids mixtureに 於 て2-3のAmino acidsを 今 少 し く 多 量 に加 へ

る必 要 は な か ら うか.

 (2)第3表 及 び 第4表 に 示 しナこや うな20種 のAmino acidsの 外 に な ほ 少 く と

 (10)Rose et a1:J. Bio1・Chem.,94(1931-32),155.
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                     榮 養 に 關 す る 通 則

                          第 .3 表

    AminQ acids mixtureとCaseinのAmino acids composition

                             

           Am…ac・d・ 1溜eacids謙 鬼。錨 譜n

       Glycine        I…  0驚       oF45

       Alanine             3.80×       1.85

       Valine             16.00×       7.93

       LeUcine               '    9.00            9.70                           ,                                                                                                                        .F

       Isoleucine             l    2.50×   ・        ?

       Norleucine          2.50×      ?

       Proline               8.00         7.63

       Hydrokyproline       O.30       0.23  ・

       Ph・ny1・1・・i・・  1 ス80×  3・88

       Glutamic acid        22.00      21.77

       Hydroxyglutamic acid ,  0   .   1050

       Aspartic acid         4。10       4.10

       Se「ine                 1.00×         0.50

       Tyr。 、ine   1 6.50   450

       Cystine          l   l・25   1     ?

       Histidine       l  O        2.50

       Histidine-hydrochloride.  3.40       0

       Arginirte         l  O    1    3.81

       Arginine-hydrochloride    6.35        0

       Lysine                     0       1       7.62

       Lysine-dihydrochloride  l   量1.50          0

       Tryptophane         2.25       .150

       Sodium bicarbonate   r   12.86          0                             

       Sum          { 121.66      88.47
                              

× 印 の もの は 不 活 性 の もの で あ るか らCaseinのAmino acids composition

{(比 し て 倍 量混 合 した ので あ る。 故 に 此 の 混 和 物 、1.408 9・ は 丁 度 活 性

Amino acidsの み の 混 和 物lg.に 相 當 す るわ け で あ る.

                   第4表 食 物 の 組 成

Am…ac・d・m・ ・…e }23Y8i・ ・1・・m・・…e  li.b

Methionine(1)      1 03 …. Agar          1 2.0
                                             げ

Glucosamine hydroxide(d)… 1.O l Lard             26.O

N・-b・carb・n・・・  …1・ ・d-li・…il  {…

Dextrine            22.5

・・・…e  口5・・l   i・ iOO'O
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                       榮 養 に 關 す る 通 則
                         ・

も 一 種 位 必 要 な もの が あ るの で は な か ら うか..

  も とよ り 第3表 が 示 す通 り 此 の 食 物 にはhydroxyglutamic acidを ば 加 へ て な

か つ ナこ.け れ ど も これ が 必 須 的 な要 素 で ない こ とは 自 明 で あ り,叉 後 に於 て 直 接

詮 明 し7こ とで もあ る.そ こでRose氏 等 は(2)の 原 因 に 重 き を 置 い て 先 づ 第4表

に示 しナこ 食 物 のAmino acids mixtureの うち59.だ け をGelatine, Gliadin叉 は

Caseinに て 置換 し#や うな 食 物 を 調 製 して48-509.の 白 鼠 を飼 育 し て見 ナこの で あ

る.そ の 結 果 に よれ ばGelatine及 びGliadinを 添 加 し ナこ揚 合 には 著 明 な好 果 は 得

                           第  5  表

                              Casein

                                  -hydrolyse with H2SO4        '

                                  _neutralize with Ba(OH)2

                       ↓             ↓

                     『馬。、h、。g I→Fi'tle'g。n、 。n、e
                                           -COO1

                      ↓                  ↓

                    Filtrate← 一一   一・.…-         crystals

                       i-Ba(OH)2    i        1-recrystalization                       トAl
cohol    l   i-一一       一耳

                       !    !Filt・at・   C・y・t・1・                       

i            (Fracti・n l)

                   ↓                        ↓                Fil
trate                           Ppts

                   -H2SO4                -Water                   
-disti1                     -H2SO4

                   -H2SO4. .        ・    ↓.wu.  ↓             

.一.一._一._ -P竺ungstlc gtid..... tt-一一一.、_一一一一一_      Ppts  Filtrate

             l                       l      (BaSO4)   -Ba(OH)2           Fil
trate                   Ppts            -evaporate

            _Ba(OH)2              -Acetone      ↓

            -evaporate              -Ether    Dried mass

            -Butylalcohol, twice           -evaporate   (Fraction 2)

      ↓一一一Trrwh-一.L..一 一一rrr."t.rT--1         ↓       (Dicarboxylic acid)
Aqueous Residue       Butyl alcohol  Dr五ed mass

          i-evaporate       extract        (Fraction 3)

     ↓     ↓    _   1-evaporate(Diamino acids)   Fil
trat  Crystals   ↓         ↓

D,、。!m。 、IFract'1"5)Fiτ 「ate、M櫨 ぎ・監。n-a,b。x,1i。ac、d)

  (Fraction 6)     Dried mass     l          
(Fraction 7)

        (70藪5.nv.一 (Proline, oxyproline)  ,

          1-Butyl a!cohol

    ↓ ・    ↓
Aqueous    Extract

Resi守e  ↓

Dried mass Dried mass(21g.)
(Fraction 9)  (Fractton 8)
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             榮 養 に 關 す る 蓮 則

な か つ ナこがCaseinを 添 加 しナこ揚 合 に は 飼 育 日数36日 間 に 髄 重 が10-169.増 加

した.是 に於 てRose氏 等 はCaseinの 中 に 食 物蛋 白 とし て 必 須 な 未 知 要 素 が存 在

す る もの と考 へ てCaseinを 材料 と して 此 の 未知 要 素 を 探 索 し よ うと企 て ナこの で

あ る.自口ち2kg.のCaseinを25%の 硫 酸 を用 ゐ て 水 解 しナこる後 第5表 に示 す や う

な操 作 を 行 つ て 水解 物 を撒 個 の部 分 に分 ち 各 部 分 を 乾 燥 した もの に つ い て 致 力 の

有 無 を 試 験 した ので あ る.

 第5表 が 示 す 通 りCaseinの 加 水 分 解 物 を9fractionsに 分 別 しナこの で あ る.而 し

て 第4表 に示 す や うな 食物 に て 艦 重50-649.の 白 鼠 を飼 育 し て見 ナこ.其 の結 果 は

前 記 の 飼 育試 験 の揚 合 と同様 に 不 良 で あつ て 日に 日に 艦 重 を減 少 しナこの で あ る・そ

こで 此 の 食 物 にて 飼 育 を 開 始 しナこ後12日 目か ら 此 の 食物 のAmino acids mix-

tureの うち59.だ け を 第5表 に示 して あ るfractionsに て 置 換 して 飼 育 を纏 績 して

見 ナこの で あ る・ そ の 時 もVitamin Bの 給 源 と して 酵 母 を 附與 す る こ とを 忘 れ な か つ

丸.そ の 時 の結 果 を 略 述 す れ ばfractions 1,2,3を 夫 々補 給 しtc揚 合 に は 僅 か な敷

果 を示 しナこの み で顯 著で は なか つ ナこがfractions 4,5,6を 夫 々補 給 しナこ揚 合 は 相 當顯

著 な 致 果 を示 しナこの で あ る.EPち 飼 育 日藪30日 間 に22-349.の 盟 重 を増 加 しナこの で

あ る.郎 ちfractions 4,5,6の 如 きmonoamino acids fractinsの うち に 有 敷 物 質 が あ

る とい ふ 見 當 が つ い ナこわ け で あ る.所 がfractions 4及 び5か らButyl alcoholに

て 抽 出 したfraction 8を 用 ゐtこ揚 合 に は 更 に 卓敷 を示 しtcの で あ る.其 の 揚 合 の

生 長 曲 線 を例 示 す れ ば 第4圖 の(III)及 び(IV)で あ つ て ↓印 の 所 の 撒 字 は 其 の

日か ら置 換 補 給 しナこfractionsの9撒 を示 す の で あ る.而 してfraction 8を 抽 出 し

た 残 渣 帥 ちfraction 9に て 置 換補 給 しナこ揚 合 の結 果 を 封 照 のtcめ 第4圏 に併 記 し

て 見 ナこ.曲 線(V)及 び(VI)が それ で あ る.斯 くの 如 き結 果 に よつ てRose氏 等 は

Caseinの 如 き 生 長 を 増 進 せ し め得 る蛋 白 は 既 知 のAm{no acids以 外 に 少 く と も

一 つ の 必 須 成 分 を含 む こ とを認 め 而 も 此 の 必 須 成 分 はmonoamino monocarboxylic

acids fraction(Butyl alcohol soluble fraction)の うちに 存 雀 す る もの で あつ て.こ の

もの は 白鼠 の 生 長 に封 し て 卓 敷 を奏 す るの で あ る と結 論 して 居 る・

 前 田氏(11♪も 魚 肉蛋 白 の水 解 物 か らmonoamino monocarboxylic acids fractionを

 (11)前 田:帝 國學士 院紀 事,9,6(1933),277.
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               第    4   圖

   
   

   

   

   

   
   

   

   

   
   

   

   

   

   曲線 の雨 端にあ る数字は 鼠の盟重 を示 す.

    ↓印 は 其 の 日か ら 供 試品 を補 給 した ことを示 し その上の数字 はAmino acids

   mixtureに 置換補給 した供試 品のg.数 を示 す.

調 製 し敷 果 的 で あ る こ とを實 験 し 此 のfractionか ら 亜 鉛 瞳,銅 鷺 等 を調 製 し て 数
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             榮 養 に 關 す る 通 則

果的物質の分離 を試みて居る.

 斯 くして 早晩,動 物の生長 に封して 必須的な敷力を有すると云ふ新物質が 獲見せ

られ るや うなことがあらうとも 斯かる物質は 軍猫では 奏敷 し得 ないのであつて 敷

力を稜現す る爲 めには 他の 必須的養素が 共存 して居 らねばな らない ことは 吾人の

榮養に關す る通則に 蓮べてある通 りである・

 由來,蛋 白を 榮養的に判断す る揚合には 前の如 くAmino acidsを 封象 として居

るのである・何 となれば 食物蛋白の榮養的役割は 膿蛋白を 構成す る爲めに 必要な

るAmino acidsを 供給することである と解 して居るか らである.然 るに 蛋白は 精

製 された もので も 糖類,燐,鐵 及び 銅等を含有して居るのである.Caseinの 如き

Phosphoproteinが 燐を含みLecito-vite11inの 如き 複合蛋白が 鐵 を含んで居 ること

は 不審議ではないが 一般の蛋白 も 亦 殆んど 恒成分 として 糖類,燐,鐵 及び 銅

を含んで居る・例を學 げれば 第6表 の通 りである・

               第  6 表ω

        各種蛋白中の 灰分,燐,銅,鐵 及び 糖 類の分量

      P.。t。ins IA、h「P Cu i F。 IC。,b。hyd,ate                             

   ・・ce.91…1・・N・.1 1・?436 1・?・45藁18,・f・ ・8 2菟3
                                     ト

   Rice-glutelin No.2   0.55310.07410.158 i O.009    1・30

   畿 翻 認轡1::;1'::9ig鵬i麗 ■:9i

   謙 謙=::罰1:li8…1:ll乙1:1:;耀 「 朧
   G・一 ・1・b・li・ ■ 枷 ・・365 i・111・ ・2812…

 此 の 事 實 を考 慮 す れ ば 食 物 蛋 白 の役 目は 膿 蛋 白 を構 成 す る の に 必 要 な るAmino

acidsを 供 給 す る こ と以 外 に 爾 ほ 微 量 の 重 金 屡 類 を供 給 す る こ と を も 一 つ の肝 要

な る役 目 に算 へ ね ば な らな い と思 ふ.何 ξな れ ば 前 述 のHistidine, Tryptophan等

が 榮 養 上 特 に 須 要 な もの で あ る と 考 へ ら るLの は 血色 素 の 如 き 生 艦 色 素 を生 成

 (12)近 藤,村 山:日 本 化學會誌,54(1933),351・

   近藤 ・森:同 上,966.
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             榮 養 に 關 す る 通 則

す る爲 めに 必要であるか らであつて,そ れと 同時に 生罷色素を 生成する爲めには

微量ではあるが 鐵,銅,満 俺等が 又 必須的の役口を果すのである・換言すれば 此

等の 重金屡の微量存在によつてHistidin, Tryptophan等 の 特殊任務が果し得るの

で あると 結論 し得る・然 らば 蛋白が含んで居る所の 軍金属類に封 しては 蛋白中の

特殊Amino acidsに 封すると同様に 注意を彿はねばな らん と思ふ.

 而 して 此等の 須要な任務を持つ物質が 夫々 其の 任務を果 して 榮養的敷果を畢

げ得 るのは 決 して 翠猫に存在 して居る時ではなくして 須要な物質が 聯立的に存在

して 協同的に作用す る時 にのみ 特殊敷力が顯はれ るのであつて 此の事は 前述の榮

養 に關すろ通則が 教へる通 りである.

                (1933年12月 ・化學研究所講演會に於ける 講演要旨)
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